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　　　　　　　　　　　アマチュア1の

　　　　　　　　　　　分日食観測記

　　　　　　　　　　岡山一藤　原　吉　衙

　1936年6月19日の日食は當岡山地方では珍らしくも0．69の部分食が雲一つ

なき高室に見ることが出際，一一般アマチュア1を限りなく喜ばせて臭れた・

これより先小生は種々打合せの爲5月中旬頃．倉敷天文i嚢に小山理學士を訪

著たが，既に北海道への出獲後にて，猫り準備をなして居た．

　6月4日，岡山縣理科教育同好會春季総

會に於て，“1936年の日食”と題して講

演をなし，更に岡山縣師範學校理科會総

會に於て，“アマチュア1観測法”と題

して講演をなし，饗し1・て6月14日には同

校地歴禽主催の日食講i演會には‘‘皆既線

を佛暦に求めて”と題して演題に立ち，

全いて同校藤原教論の“日食の原理”林

原教論の“アマチュア1月蝕法”瀧川教　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Li　l　t15h　3：］lin　22．sg

鍮の“スペクトルによる太陽の研究”の演題で結び，愈々槻測陣が設けられ

撫

第　1　潮　測　隊

ることとなった．

此の間，倉敷天文

奎主事水野干里氏

に逢ふ鍋倉が與へ

られて，同氏が北

海道へ族立たれる

前々日に種々御指

導にあつかった．

残るものは倉敷支

部員のみにて，心

細さを感じながら
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1grlを待つこととなった．北海道の様子を荒木健勝氏より聞き，更に同氏の

通信が乍潮の中型民報に約1ケ月も報ぜられて，アマチ＝．ア1の騒は一一通り

でない．共の内に吾々の槻測陣は第1班，第2班，第3班に別れることとなりs

次の様な機械によって毎「1の晴天にめぐまれつつ試験（テスト）が行はれた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1班師範學校屋上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4糎屈折望遠鏡（島津
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　ラヂオによる杢國放

　蓬局よりの中綴聰取

纂2班旭川中島磧

　高木氏所有20糎反射

　望遠鏡及び5糎屈折

　望遠鏡による初薦及

　び復圓時刻の槻一斗

　び鴇眞撮影（クロノ

　メ1タ1使JIJ）

第3班師範學校校庭

　樹問をも考しる太陽像

　の爲眞撮影

製作）による5分間毎

の日食篇眞撮影

7糎屈折望遠鏡によ

る初星，復圓等の時

刻の測定

5糎屈折望遠鏡によ

る刻々の太陽表面積

の測定

手製針孔爲眞機によ

る5分間毎の撮影照

度計，日射計，反射
計t・Cよる観測

寒暖計による温度の

墾田測定

癖＼’

　　噂
　　ご1、

、認鯉

，戴 滋避、1

第
2
親
測
隊

愈々19臼は明けた．溺い南西風のある快晴で，天の利は正に100％である．

　11時頃からは大朝，中民，山陽等の新聞吐の爲三州が自動車で詰めかけて，

吾々の即今陣を撮影して廻る・生徒がガラス板に油煙をつけに詰掛ける．女

遅生が赤，紫，線とセルロイド製の下敷で，午後の太陽をのぞいては大回を



478 アマチュア1の部分Fl食槻測記 天界186

揚げる．隣りの小躍校では教師が可愛v・生徒にうずもれて，見るも氣の毒で

ある．第2班の封岸には岡山測候所のお歴々がテントの内からしきりに小さ

い望遠鏡をいぢつてみる．14時が打つた．10分を過ぎた．タイムキ1パ1の

聲が恐しい．息詰る瞬三途に黄色い太陽は右下から嚇け始めた．正に14時14

分59秒2である・見る見る太陽は黒くなって行く．15時15分食甚前20分頃より

あたりは

暮色に塗　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　7
られて，

知らぬ内

にぴつし

ょり濡れ

た肩や背

の汗が冷

たく感ぜ

られる．

つい南の

岡山放三局からはマイクを通じて，岡山は全くの快晴で風も弱く市民は各々

漏足な槻測をつづけて居ると報ずる・績いて大阪放邊局からは薄曇りだと報

ぜられ，東京は雨だと聞かされて，一同同情の涙が流れる．

　　　　　　　　　　　　一．，。。　　　　、　　　其の内太陽はぐんぐん明さ
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　　　　　　　　　　　廟　　　v　，

　　　3時12分30秒　シャタ1施5

を増して，16時34分29秒復圓

となった．見れば岡山縣測候

所も後かたづけに取掛り，今

迄ロにしてみたアイスキヤン

デ1の心捧を惜くも地に投げ

てみる．補助の望遠鏡で手に

取る如く見えるのがおかし

い．

花山天文壷の方々に御滲考までに為眞その他を御途り致します．


